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◎５つの専門相談

　発達相談（心理士による相談）・ＯＴ相談（作業療法士による相談）・ことばの相談（言語聴覚士に

　よる相談）・発達クリニック（小児科医による相談）・発達支援クリニック（児童精神科医による相談）

　を実施。

　実績数は減少傾向（表１）。28年12月から作業療法士1名産休中で、通園・通学先や発達相談

　等で支援の方向性を保護者や関係機関と確認・連携し、ＯＴ相談継続を個々に調整した。

　出張ＯＴ相談では、保健福祉センターを活用し相談を継続した。18歳を経過したケースについて、

　基幹型相談センターに移管し、支援が継続中。

　就学前と就学後の年齢割合は、昨年度と同傾向（表４）。

◎遊びの教室（小集団親子教室）

　２クール（前期と後期各1クラス、各１１回）開催。実人数14名。全員が何らかの発達支援相談を

　利用中で、個々の状況に応じて療育や医療紹介を行った。

◎のびのび教室（保護者が子どもの行動の見方を学ぶプログラム）

　27年度の運営委員会の提案により、教室名（前：ほめ方教室）を改名して実施。発達支援相談

　と療育を利用している保護者に案内。前期2名、後期は個別対応で3名の利用であった。

◎母子保健事業との連携

　随時ケース連携を実施。心理士と作業療法士が乳幼児健診、作業療法士が親子教室に参加。
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　　　園巡回延数は昨年度と同傾向（表６）。２ヶ所の保育所で、OTが運動器の観察及び指導を実施。

　　　学校期連携の延件数は昨年度と同傾向である（表７・８）。
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　　　放課後児童クラブ、学校巡回、不登校児童の訪問実施。
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　　　支援ファイルと移行支援シートの配布。

　　　病院同伴受診、ケース会議等を通じて情報共有実施。
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保育所幼稚園連絡協議会
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